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総合学習と ｢総合的な学習の時間｣






平成10年の学習指導要領の改訂によって,小 ･中 ･高等学校に ｢総合的な学習の時間｣が
新設 された.学習書旨導要領は,この時間では ｢各学校は,地域や学校,児童 (生徒)の実
態等に応 じて,横断的 ･総合的な学習や児童 (生徒)の興味 ･関心等に基 づ く学習など創




こと｡ の 2点をあげるのみである｡ 一応, ｢国際理解,情報,環境,福祉 ･健康などの横




すれば,何を してもよいと考え られるのである｡ わが国の学校教育における,これまでの
管理主義的統制に風穴をあけるとともに,学びの転換をわれわれ自身の手で切 り開いてい
ける可能性がある｡
本稿では, これまでわが国で蓄積 されてきた ｢総合的な学習｣につながる成果のうち,
戦後の ｢生活教育｣と昭和40年代後半から多 くの小学校で行われた ｢総合学習｣のいくつか
の事例を取 り上げるとともに,平成 8年度から長崎大学教育学部附属小学校で先導的に実











られた. この ｢生活によって生活にまで｣をモットーとする教育が ｢生活教育｣である.
そのため,カリキュラムも学問の体系によって知識を整理 し,教科を編成する教科カリキュ
ラムに対 し,社会機能などの生活の体系に従 って学習を組み立てる生活カリキュラム (経
験カ リキュラム)に切 り替えられた｡生活の現実のなかか ら意義ある問題や興味ある問題
を子 ども自身に発見させ,それを単元 として総合的に学習 させるのである｡ その際とられ
た学習法は,討議法,問題法,分団学習,プロジェク ト法, ドル トン案など子 どもの自発
性を重視 した学習法で,子 どもが問題をみつけると,それを解決するための計画を立て,
計画に基 づ いて見学 ･調査 ･発表 ･討議などを行い,最後にその結果を評価するという方
法である｡ 知識は教科書の内容を記憶することによって得 られるのではなく,問題解決の
過程で習得するのである｡このように,戦後の ｢生活教育｣は, ｢生活のなかにある内容｣



















楽なども,その一部が総合学習の方式で折 り込まれていた｡ しか し,国語や算数は基礎学
習であるか ら,総合された中心課程だけでは不十分だとし,これを中心課程以外の分野に
編成 したものが周辺課程であった｡周辺課程のなかには,図画工作,音楽,休青などを含




















イ 合科学習---合科的 ･教科統合的単元を設定 し, 2教科以上の目標を同時に達成
する学習形態｡
り 総合学習---教科の枠にとらわれず,子どもの日常生活か ら生まれる問題を学習
課題 とし,教科を統合 したり,教科外領域を統合 して総合的活動を行う学習形態｡
合科学習や総合学習のねらいは,実践 している学校ごとに異なるが,共通する点として
は,知識の詰め込み学習への反省,子どもの生活のなかから子どもに学習課題を発見させ,




部附属小学校の ｢創造活動｣を取 り上げ,その目標 ･方法等を明 らかにする｡
3 成城学園初等学校の r散歩科｣
(1) 成城学園初等学校のカリキュラム
成城学園の昭和62年度のカリキュラムは,①自然及び社会の教育 (社会 ･理科 ･数学),
②技術 ･技能の教育 (国語 ･英語),③情操の教育 (文学 ･劇 ･映像 ･舞踊 ･美術 ･音楽),
④健康の教育 (体育 ･保健),⑤ ｢総合教育｣の五つの ｢教科の柱｣と,クラスの時間,
児童委員会,特別研究,学校行事などの ｢教科外の教育｣とで編成 されていた｡
そのうち, ｢総合教育｣は, ｢遊び科｣ (1年 4時間, 2年 2時間, 3年 1時間), ｢散
歩科｣ (1年 2時間, 2年 2時間), ｢読書科｣ (3-6年各 1時間)の3教科か らなる























る｡ すなわち,知識獲得 (生活の言葉 ･しきたり･季節語など)の方法を身につける｡
イ 行動意識を高め,探求欲を伸ばす｡
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b 教室か らだいぶ離れた目標地 に集める｡
C 規定順に集めるか,バラバラに集める｡
d 大 きい順か,小 さい順に集める｡
e 先着順 に集める｡
イ 歩 き方
a 交通の激 しい道は, 2列縦隊で 2人ずつ手をつないで歩 く｡ または, 1列になっ
てい く｡
b 一定の距離をあけて歩いてい く方法｡
C 声や足音をたてないで歩いてい く方法 (鳥や虫の声などを聞 く)0
d 歩いている途 中で停止する方法 (偶然に見せるものがあるとき)0
e チ ョークで矢印をつけ,追跡 してい く方法｡
f 6人 ぐらいのグループ単位で歩いてい く方法｡
り 場所
a 一定の場所 に何回 も出かける (1年間の季節的変化などにあわせて)0
b 日時的に場所が定め られているもの (お祭 りなどの行事的な もの｡動植物の旬な
どによって)｡




い どんな ものが見 られるか,話 し合 った り予想をたてた りする｡
う これか ら出かける散歩 に,題 目をつけてみる｡




(彰見てきたことを話 した り,物まね してみる｡
② ｢いたず ら帳｣ に書 く｡
③詩や感想文を書いてみる｡
④簡単な工作をす る｡





d 楽 しむことができ, 自信を もてるようになったか｡
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4 筑波大学附属小学校の r総合活動｣
(1) 筑波大学附属小学校のカリキュラム
筑波大学附属小学校で ｢総合活動｣が設けられたのは昭和 47年度であり,昭和 53年
度のカリキュラムは ｢教科および道徳｣ ｢総合活動｣ ｢特別活動｣の3本柱で構成されて





｢総合活動｣の総括 目標は, ｢子 ども本来の生活を基盤にして,自主的 ･主体的な学習
活動を組織することにより,調和のとれた豊かな人間的資質の向上をはかる｣とされ,さ
らに具体 目標として次の八つをかかげている｡
ア 能力 ･技術主義や経験主義に偏せず,知 ･情 ･意をかねそなえた人間としての資質
の調和的な発達をはかる｡
イ 行動力,実践力の大切さを体験を通 して理解 させ,自らも力強 く生きようとする心
構えをつ くる｡
り 主体的 ･自律的に行動 させることにより,創造の楽 しさ,ひいては生きることの喜
びと自信をもたせる｡












ア 表現活動 (子 どもの創意性 ･創造性を言語 ･文字 ･身体などで表現する)
イ 製作活動 (心の内にあるものを具体的な事物に直接手を加えて表現する)
り 探究活動 (生活とのかかわりのなかで調べ,知的好奇心を啓発する)
エ 生産 ･労働活動 (働 くことの喜びや苦 しみを体験する)
オ 娯楽 ･遊びの活動 (遊びを通 して生活を創造 しようとする)
カ 運動活動 (運動の楽 しさや友達 との協調性を体験する)
キ 自然とふれあう活動 (本物の自然にふれ,自然の美 しさに同化する)
このような活動類型のなかから活動を選ぶ際には,さらに,(D体当たりができるもの,
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イ はたらく (労働)･---･製作,調理,飼育 ･栽培,奉仕活動など
り なかまをつ くる (人間関係)-･--集会活動,祭 り,演劇など
エ 深 く考える (知恵)--･-自由研究,研究発表,実験研究など




長崎大学附属小学校では,平成 7年度から ｢個の可能性を拓 く学校の創造｣の研究主題
を設定 し, 6年計画で教育 ･研究を実践 してきた｡特に平成 8年度からは,各教科等の学
習内容を精選 ･統合 ･再編 し,生み出した時間のなかに ｢生活体験学習｣を導入 し,実践
してきた｡ ｢生活体験学習｣を導入 した背景には,次のような考えがあった｡
これまでの学校教育は,一定の知識や技能 ･考え方の定着をはかるための効率的な学習
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を重視 してきた｡その結果,子どもは教科 ･領域 ごとに小学校で培われなければならない
と判断された一定の知識や技能 ･考え方を身につけることができた｡ しか し,学習が受け
身で,ひとつの正答を求めることはできても,自ら調べ判断 し,自分なりの考えを表現す
るとか,多角的にものごとを見たり考えたりするなど,自ら学ぶ力を育てることについて
は十分ではなかった｡すなわち,子どもが本来 もつ,自ら願い,行動 し,向上 しようとす
る資質や能力を発揮出来る教育とは言いかたいのである｡ さらに,急速な社会の変化に伴
い,その変化に適切にかかわってい く力や,逆にどんなに社会が変化 しようとも, ｢時代
を越えて変わらない価値があるもの｣を子 どもが しっかり身につけていくといった新たな

















ア 自ら学ぶことの楽 しさと厳 しさを実感するとともに,社会の一員であることの喜び
と責任を実感する｡
イ 自らの願いや思いを支えとし,他とかかわりながら,課題を見出し,主体的に考え,
解決 し,具体的に行動 してい く力をは ぐくむ｡
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ア ｢はじめに内容ありき｣ の学習か ら, ｢はじめに子どもありき｣の学習へと発想を
転換する｡
イ ｢子 どもに何をどのように学習 させるのか｣ではなく, ｢子どもが何をどのように
学習 してい くのか｣を課題 とする｡
また,この学習が目ざす子 ども像及び子 ども像を実現するための学習設計の配慮事項は
次の 3点である｡
ア ｢チャレンジ精神をもつ子 ども｣一子どもが自ら課題を発見 し,追究過程では自ら
学習を広げることができる内容の工夫
イ ｢知識 ･技能 ･考え方を創 り出す子 ども｣一子 どもが じっくり考えたり,表現 した
りする時間や,直接体験できる活動等の保障








以上のような視点を配慮 して設計 された ｢生活体験学習｣は次のような特色をもつ｡
ア 他 (ひと, もの,こと)とのかかわりを大切にした学習｡
イ 人の香 りのする学習 (ゲス トやゲス ト･ティーチャーの榛極的導入に努める)O
ウ 学ぶことの楽 しさとともに,厳 しさをも実感する学習｡







<子 ども> 行動 し,テーマを決める -計画をたてる -追究 ･行動する
<教 師> [｢感動体験｣の準備] [活動への柔軟な対応] [子 どもの動きの演出]
｢生活体験学習｣は,子どもが行動することから始めることを基本としている｡それは,
学習を子 どもにとって充実 したものにするには,どのようなテーマを子 ども自身が発見 し
て くるかがとて も重要となるからである｡ このとき大切 となるのか,どのような行動 (体
験)を教師が仕組むかである｡ ここでの教師は,子どもの主体的 ･創造的学習活動が期待
できる ｢感動体験｣を準備することである｡
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計画をたて,追究する段階では,子どもの学習活動の広がりが重要となる｡ それは, ｢生
活体験学習｣が子 ども自身が進める学習だか らである｡ また,このとき大切なことは,敬
師が,このように学習を展開 しようという強い意識を持ち過ぎないことである｡ 教師がイ
メージした計画 とは違 った方向に行 くこともあるということを知 り,子 どもの活動に柔軟
に対応することである｡
学習は,行動することで終わることを基本とする｡ここでいう行動 とは,学習をふり返




子 どもが自らのテーマを発見 したり,自覚 したりしなから, ｢生活体験学習｣に取 り組
むことができるよう,学習活動のなかに積極的に選択の場面を導入 している｡選択には,









よき支援者として, さらには,活動する子どものよき理解者 として機能 してい くことが重
要 となる｡そこで,教師は,次のような点を配慮 しなければならない｡
ア 子 どもが自分なりの願いや思いをもつきっかけとなる活動を設定する｡
イ 子 どもが自分なりの願いや思いをもち,それをエネルギーとしなから活動を継続 し
ていくための人的,物的,心的援助の充実をはかる｡
人的援助に関 しては,活動を豊かにするために,どのような人と出会わせればよいのか
等を十分吟味 し,ゲス トまたはゲス トティーチャーとして導入することが重要となる｡ま
た, ｢生活体験学習｣の設計にあたっては,同学年を軸としたチームで取 り組むことも重
要となる｡それは,次のような理由からである｡
ア 子 どもや学校,地域の実態に応 じた学習を開発 しなければならない｡
イ 学習の開発においては,多 くの調査や交渉等が必要となる｡





平成 8, 9年度は,各学年 とも,福祉 ･国際 ･環境 ･情報の四つの要素からそれぞれ内
容 (活動題)を設定 した｡ しか し,平成10年度は,福祉 ･国際 ･自然 ･情報のなかの複数の
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要素を含みもつ活動題を設定 した｡それは,次の通 りである｡
共通テーマ ････ ｢共に生きよう北斗の子｣
3 年 ｢浦上川たんけん｣ (自然 ･福祉 ･情報など)
｢広げよう友達の瑞 Ⅰ｣ (福祉 ･情報など)
3･4年 ｢長崎発見 !｣ (国際 ･福祉 ･情報など)
4 年 ｢広げよう友達の輪 Ⅲ｣ (福祉 ･情報など)
5 年 ｢心を伝えよう｣ (福祉 ･情報など)
｢世界のみなさん,こんにちは｣ (国際 ･福祉 ･情報など)
6 年 ｢ぽ くらはみんな生きている｣ (福祉 ･国際 ･自然 ･情報など)
なお,平成 11年度は,これまでの実践をふまえなが ら,他 とのかかわりのなかに,福





要領で規定 された目標や内容はなく,ね らいと学年ごとに時間枠があるだけである｡ 教





(3) 生活科と同様, ｢活動 ･体験｣ は理解 ･認識のための手段 というよりも,む しろ ｢活
動 ･体験｣そのものを目的としており,なんらかの ｢活動 ･体験｣が,学習の中心にあ
るべきであろう｡
(4) 子 どもの日常生活や子 どもの興味 ･関心を大切に して内容 (活動)を設定する必要が
ある｡子 どもにとって楽 しく,やる気になる学習は,必ずそれによって何かが身につ く
はずである｡
(5) 各学校の創意 ･工夫にまかされているので,地域の特色やよさを生かす内容 (活動)
を考えたい ｡ その地域ならではの ものを教材化 し,学習方法やネー ミングなども,他校
のまねでな く,より個性的なものを考えたい｡
(6) 学校 ･家庭 ･地域 との連携を大切にし,広 くゲス トやゲス トティーチャーを導入すべ
きである｡また,教師間や教師とゲス ト･ゲス トティーチャーによるティーム ･ティー
チングも必要 ･不可欠である｡ 教科学習のように,単独の教師のみによる指導では,学
習効果がうす くなるであろう｡
(7) 教科の枠を越えた ｢横断的 ･総合的な学習｣であり,特定の教科 ･領域等との関連を
意識する必要はない｡一定の知識を身につけさせる必要はな く,一定の学習過程 も必要
ではない｡特定の教科 ･領域の教師が中心になって計画 ･実施するのではなく,同学年
を中心 としなが ら,全教員か学習設計にかかわり,実践する｡ ｢総合的な学習の時間｣
には,生活科の学習以上に,専門家は必要ない し,ありえない｡
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(8) 学習指導要領に例示された ｢国際理解,情報,環境,福祉 ･健康｣の柱は,必ずそ




岩ツバメ調べ, 足跡ウオッチング, 水について川を探る, 地球探検隊
ぶどう園作 り, ホタルの飼育, 塩田について, 川の浄化活動調査,
田植え一稲刈 り体験, 私の木の年間観察, 製材所の秘密を探る,
大気汚染マップ, 手作 り自然池, 動物の飼育活動, 川の生き物調べ,
牛を飼おう, 自然探検隊, ゴ ミ問題調べ, リサイクル調査隊,
公害調べ, ネイチャーゲーム, ゴミ拾い活動, 指標生物調査,
石鹸つ くり, 地球の環境問題を知ろう, 魚の飼育とふ化,
校区クリーン作戦, 森林の働き調べ, 森 と生活の関係, いかだ作 り,
生き物図鑑を作ろう, 地域の資料館を作ろう, 故郷自然回復作戦,
数字で探る生物の活動の不思議, 巣箱を付けよう, 生き物博物館作 り,
学校のゴミ処理調べ, ○○小フェスティバル, 花いっぱい活動,
動物 と環境のかかわりを考えよう, まったけ山探検, 野鳥の楽園作 り,
エネルギーと環境, 七夕集会, 忍者村祭 り, 炭焼きをしよう,
ビオ トープ製作
②国際理解
外国人留学生との交流, 在 日学校との交流, 野口英世の生涯,
世界のお話紙芝居作 り, 異文化-アタック, ホームステイしよう
姉妹校 との交流, 酸性雨の世界的分布, ペナン ト作 り, ALTとの交流,
海外青年協力隊の人の話, 英語タイム, 世界を知ろう集会,
宇宙へ飛び出そう, ロケット作 り, 世界に友人を作ろう, 世界の模擬店,
ワール ドタイム, 世界と日本を比べよう, 音楽劇を作ろう,
-ロウィーンを しよう, 開発途上国へのボランティア作戦,
知る ･区 ･ロー ド, 世界のスポーツ探検, 世界のボー ドゲーム





手話を学ぼう, 点字を学ぼう, お年寄 りとお風呂に入ろう, 車椅子体験学習,
点字アイマスクを しよう, 盲学校 との交流, 養護学校との交流,
お年寄 りとともに, 私たちにできること, 地域のボランティア活動,
老人ホームの人との合唱, ナイ トコンサー ト, 高齢化社会に生きる,
全員俳句大会, 花の栽培 とプレゼン ト, 生命と環境, 健康教育,
防災マップを作ろう, 体力 ･健康を科学する, 生き方を考える,
有田嘉伸 :総合学習と ｢総合的な学習の時間｣ 13
命ブック作 り, 感謝の気持 ちを伝えよう, 妊婦 さんになってみよう,
お じいさんおばあさんの話を聞こう, 生命誕生について, 健康と生命,
福祉祭 りをひらこう, 一 日勤労体験, 自叙伝執筆, 働 く人から学ぼう,
共に生きる, 金銭教育, 男女平等教育, 人間だいすき, 自分のか らだ,
心のスケッチ, ぼ くのわた しの物語, 視覚障害者の体験を しよう,
エイズとともに
④食べる
世界の食事マナー, インディカ米 とジャポニカ米, 輸入食品調べ,
外国の保存食, 世界のお料理調べ, 世界のお米作 り, 世界のお茶作 り,
干柿作 り, みそ作 り, 私たちの食料生産, おい しい野菜を作ろう,
豆腐作 り, 地域素材でレス トラン, 山菜学習, 親子料理教室
(参情 報
ホームページ作成, インターネ ットギャラリー, 地域データベース作 り,
インターネットで方言の学習, ワープロで文書作 り, ビデオレター,
コンピュータと友達, ささやきメール, インターネットで紹介 しよう,
パ ソコンソフ トを使 って, CD-ROMを使 って, 英訳 ソフ トを使 って
⑥地 域
町の開発, 公園の開発, ○○地区博士になろう, 地域の名産品作 り,
先人の苦労を知ろう, 百職業体験, 未来の街を構想 しよう,
音楽を聴いてイメージを広げる, 郷土カルタ作 り, 自分たちの祭 りを しよう,
官公庁 ･企業たちとの交流, トラの研究, 流通について,
地域の緑化振興策, 自分たちの恵比寿を見直そう, 働 く人の話を聞こう,
ペ ットボ トルプロジェク ト, 職場見学, 株式の仕組みを学ぼう,
ナイ ト-イキング, 駅 ビル調べ, 昔の遊びの達人になろう,
手作 り名人館, 音楽劇作 り, むか し探検, 育てる漁業を考える,
年中行事を通 して日本の文化を考えよう, 地域行事への参加,





その他,⑦人権,⑧自己実現,⑨総合表現などへ も内容 (活動)を広げ, ｢自己の生き
方について自覚を深める｣実践 も大切なことである｡











10)筑波大学附属小学校 ･総合活動研究部 『学ぶ力を育てる組合活動 (Ⅱ)』 (日本図書文化協会 ,
1985年)






14)長崎大学教育学部附属小学校学習研究会 『個の可能性を拓 く学校の創造 北斗プラン'98』(長崎
大学教育学部附属小学校学習研究会 ,1999年)
